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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、視覚障害者の病院内での自由な移動、トイレ等の場所の把握、入院中の諸
検査場所、災害時などの避難経路を、把握可能な病院内の触知構内図を作成可能にすることである。本研究の遂行にあ
たり、触知構内図に記載するランドマークや視覚障害者が理解しやすい通路の表現方法を明らかにした。また、建物の
設計図から触図用の構内図データを電子化し、建物の設計図から触図用の構内図データを自動生成するアルゴリズムを
作成した。

研究成果の概要（英文）：To provide a tactile map of hospital for blind or visually impaired patients to re
alize their free movement and their comprehension of equipment such as lavatory or clinical examination ro
oms. We investigated and elucidated the landmarks for the tactile map and means of expression of corridors
. In addition, we made digital data for the tactile map from design drawing of hospital and algorithm to c
reate automatically the digital data.
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１．研究開始当初の背景	
 
視覚障害者のための触地図は、歩行訓練のル
ートや、出張・旅行で初めて訪れる地域につ
いて事前に知るのに有効である。これは、初
めて来院する病院などの建物内についても、
同様と考えられる。国内では、触地図の原図
生成システムが国土地理院により開発・公開
されているが、グラフィカル・ユーザー・イ
ンターフェース（GUI）ベースのこのシステ
ムでは、視覚障害者が操作するのは困難であ
る。米国では、視覚障害者が操作可能な触地
図自動生成システム“TMAP”が開発されてい
るが、このシステムは日本国内の地図データ
には対応していない。	
 
	
 これらの現状から、病院内で視覚障害者が
必要とする病院内の触知構内図の提供には、
我々がシステムを整備する必要があると考
えた。その際、研究分担者で本学医学部附属
病院の高岡裕准教授と連携研究者の渡辺哲
也准教授（新潟大学）が、平成 22 年度から
競争的戦略資金の交付を受け触地図生成プ
ログラムを改良中であった。高岡准教授達の
プログラムは既にあらゆる尺度の日本地図
から触地図を作成可能となっていた。普通の
地図に比べて比較的単純な情報から構成さ
れる病院建物内部地図へのプログラムの対
応は、その小規模な改修のみで実現する可能
性が考えられた。すなわち、建物内部の電子
地図データの規格を地図データと同様に決
定し、触地図作成プログラムを建物内部用に
修正することで、視覚障害者にも病院職員に
も操作可能な病院内の触地図作成システム
を構築可能になると考え、本研究を着想した。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
本研究の目的は、視覚障害者の病院内での自
由な移動、トイレ等の場所の把握、入院中の
諸検査場所、災害時などの避難経路を、的確
に把握可能な病院内の触知構内図を簡便に
作成可能にすることである。	
 
	
 
３．研究の方法	
 
病院内の地図データの仕様を決定するため、	
 
病院内のランドマークや病院内の触知構内
図に掲載を希望する施設・設備について、視
覚障害者に対してアンケート調査を行った。
なお、この調査を複数回実施し、日々の生活
上の影響のバイアスを低減させた。そして、
この調査で明らかになったランドマーク等
の情報表示に用いる図形等についても調査
し、触知構内図データの仕様決定に取り組ん
だ。具体的には、視覚障害者の協力で触知実
験を行い、触知での区別が困難な図形の組合
せ、理解しやすい通路の表現方法を解析した。	
 
	
 病院内の構内図の電子化については、はじ
めにドロー系描画ソフトを用いて作成し、本
学附属病院内部の患者が立ち入り可能な区
域の全地図の電子データ化にも取り組んだ。
次に、電子化地図データを建物設計図から自
動作成可能にすべく、建物の設計図から触図

用の構内図データを自動生成するアルゴリ
ズムの研究に取り組んだ。	
 
	
 既に稼動している触地図生成プログラム
を、新潟大学の渡辺准教授（連携研究者）の
協力で専用計算機を導入せずに利用できる
ようにした。また、病院内地図データからの
触地図作成に合致するようにプログラムの
修正に向けて、プログラムのソースコードの
改変作業について意見交換した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
病院内の触知構内図に記載するランドマー
クの候補は、視覚障害者に対するアンケート
調査を複数回実施し解析した。その結果、「病
院の受付」「各診療科の受付」「検査部」「ト
イレ」「エレベーター」「避難経路」「病棟の
病室」「病棟のナースステーション」等が候
補であることが見出された。	
 
	
 その際、病院内の構内図を電子データ化す
る過程で幾つかの課題が明らかになった。最
大の課題は、通路の表現を太い線にするのか
2 本の線で通路の幅を表現するのか、であっ
た。そこで、視覚障害者のボランティアから
協力を得て、理解しやすい通路の表現方法や、
5 種類の図形＋、▲、★、●、■を用いて触
知での区別が困難な図形の組合せを、触知実
験で明らかにした。その結果、通路の表現に
ついては、「通路の壁を凸線で表示」、「広い
通路を太く、狭い通路を細く表示」した触図
が理解しやすいことが明らかになった。また、
5種類の図形の全組合せ 10 組のうち、いずれ
の組合せでも区別不可能の回答はなかった
が、区別困難な組み合わせとして実験協力者
の 5割が＋と★を挙げた。	
 
	
 建物の設計図から触図用の構内図データ
を自動生成するアルゴリズムの研究では、建
物の設計図に記された部屋の壁を表す線で
囲まれた空間である通路の検出に、確率的
Hough 変換が利用可能であることを見出した。
そして、このアルゴリズムを基にプログラム
を作成することで、建物設計図から触知によ
る構内図を自動生成可能になることが示唆
された。今後、本研究で明らかになったラン
ドマークの図形表現と、触知構内図を建物設
計図から自動生成可能にするプログラムの
実装に取り組みたいと考えている。	
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